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香粧品の歴史（生い立ち）

サイエンスの進歩と香粧品の未来
眞 弓 忠 範

Progress of Science Leading to the Future of Cosmetics

Tadanori MAYUMI

本年 2月に「日本香粧品学会の歴史（生い立ち）」を
テーマにした寄稿依頼が舞い込んだ。そのとき，今悔や
んでも悔やみきれないのだが，私は何を血迷ったか極め
て軽率にも「了解」の返事をしてしまい，おまけにそれ
をすっかり失念していたのだった。4月中旬に突然リマ
インドメールが届き，原稿締切が 5月 8日であった事実
を思い起こされ，「寄稿を了解したことを今さらながら
悔やんでおります」と，己の軽率さを棚に上げて恨み言
を吐き捨てつつ執筆に取り掛かった次第である。
さて，私が厚生省の化粧品等特別部会の委員を務めて
いたころ，尊敬する先輩・松本光雄先生に何度も化粧品
に関する疑問点のお教えを受けていたことから，当時の
「香粧品科学会」への入会を勧められたのは 1991～1992
年の頃であった。当時は「エビデンスに基づく化粧品の
有効性」に関する議論が盛んに行われていた。「香粧品」
関連の研究テーマを持っていなかった私は，ほとんど無
知状態であったが，「科学会」とあったので，「香粧品」
の分野を科学的に学び，私の領域から，もし何らかの貢
献ができれば幸いだと思い入会させていただいた。した
がって，私ごとき青二才が，本学会の歴史（生い立ち）
をテーマに執筆することは，誠にもって僭越極まりなく
恐れ多いことなので，「サイエンスの進歩と香粧品の未
来」について，他分野からの一考察を試みることでお許
しを賜りたい。
「ゲノム科学が爆発的進展を見せています。しかし，
依然としていまだ人類は遺伝子から細胞を創る術を知り
ません。細胞に憧れ，細胞を敬い，そして細胞に恋する
若者たちが集まって，薬物治療の原理・原則を考究する
ために，DDS研究を自由闊達に行っているところ，そ
れがわれわれの研究室です」。これは本学会入会当時，
私共の薬剤学講座の公式ホームページの冒頭に掲げてい
た文章である。私の研究は一貫して生理化学・分子細胞
生物学分野であった。

1.　「外なる敵」への医学・薬学の対応

さて，歴史的にみて，科学技術の革命的な発展は 17世
紀に始まったが，これらが医学・薬学に影響を与え始め
たのは 19世紀からにすぎない。それまでのパリやロン
ドンは，排泄物が放つ悪臭が公園に庭に城の中にさえ漂
い，建物や回廊は尿と糞便で満ちていた。あらゆる汚物
が路上に放り出され，排水路の障害となっていた。ヴェ
ルサイユ宮殿やバッキンガム宮殿も例外ではなかった。
赤ん坊の 4人に 1人は生後 1年以内に死亡していたし，
平均寿命はわずか 30歳程度であった。栄養失調や分娩
時の死亡も多かった。しかし，圧倒的に多かったのは
「外なる敵」とも言うべき感染症による死亡であった。
ペストやコレラをはじめとする感染症は，人類史のほと
んど初期の時代から人々の生命をかなり若い時点で奪っ
ていった。かの有名なレオナルド・ダ・ヴィンチが「モ
ナリザ」を描き，ゲーテが「ファウスト」を書き，ナポ
レオンがヨーロッパを征服し，ベートーヴェンが「運命」
を作曲していた頃，彼ら歴史的ヒーローたちの日常の生
活は感染症による死と隣り合わせであった。感染症に脅
えながら現代に残るヒーローとしての活動を成し遂げ懸
命に生きていた。信じられないこのような状態は，ほと
んど 20世紀まで続いていった。今では，われわれ誰で
もが「高齢になるにつれて人生の終焉に近づきつつある」
と考えるが，それは，死が高齢と結びついている時代に
生きているからである。しかし，死が高齢と結びつくよ
うになったのは，わずかこの 50～60年前からのことに
すぎない。体内のゲノムや細胞が健常であっても，病原
微生物の感染によって人々が若くして死亡していた頃，
医学・薬学は寿命を延ばすのに懸命であった。

2.　「内なる敵」の出現

20世紀における有機化学の発展は，天然物化学や新
しい合成法，分析法の進歩をもたらし，これを駆使した
目覚ましい薬物開発を生み，人類の福祉と健康に寄与し
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